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202４年度 東京の生協・協同組合学びの講座 第Ⅱ期がスタートしました

2024年5月3１日（金）～6月１日（土）に、「東京の生協・協同組合学びの講座」第Ⅱ期の第１講・

第２講を丸紅多摩センター研修所で開催し、都内生協・協同組合団体から１2組織２５名の皆さん

が参加しました。

第１講・第２講の２日間に亘り、講師に伊丹謙太郎法政大学連帯社会インスティテュート協同組合

プログラム教授を迎え、司会進行を生協総合研究所の三浦一浩研究員がおこないました。

冒頭のオリエンテーションにおいて、三浦さんから開催目的と１年間のプログラムについての紹介

がありました。

初日の第1講では、伊丹さんから「協同組合のアイデンティ

ティを学ぶ―協同組合の共通性と相互の違いを知ろう―」と題

して講演いただきました。講演の後半にはグループディスカッ

ションに向けて理解を深めるため、三浦さんとの「協同組合の７

つの原則」についてのクロストークがおこなわれました。

続いてのグループディスカッションでは、各自が事前

課題で用意した「①協同組合の特徴、②購買・共済・医

療・金融など分野別協同組合の特徴、③自組織の特徴」

についての考えをグループで共有し、（１）グループメン

バーの議論で発見した「思わぬ共通点」（２）同じ協同組

合でも「ここまで違うのか」と思った特徴、の２点につい

てグループ発表をおこないました。

最後に、主催者である東京都生協連の村上次郎会長

理事より挨拶があり、初日のプログラムを終えました。

その後情報交換会は立食形式でおこない、参加者は、

講師も含め、ワークを行ったグループ以外の参加者とも

相互に名刺交換をおこなうなど、自由に交流しました。所

属する組織から一人で参加している参加者もいましたが、

緊張がほぐれ、和やかな交流の場となりました。

第１講 協同組合のアイデンティティを学ぶ

クロストークの様子

グループディスカッションの内容発表

初日夜に開催された情報交換会

伊丹さん 三浦さん



２日目の第２講は 「東京の協同組合組織の実践から相互に学ぶ―クイズを通じて自組織と他組

織の特徴を考えよう―」と題して、グループディスカッションを２回とグループ発表をおこないました。

１回目のグループディスカッションでは、購買・共済・医療・

金融など分野別協同組合ごとにグループをつくり、各自が

事前課題で用意したクイズやクイズに込めた思いを共有し、

その分野ならではのクイズを一人一つ作問しました。

２回目のグループディスカッションでは、分野がバラバラ

になるようにグループメンバーを入れ替え、グループ毎にク

イズを出し合い、その中で一番盛り上がったクイズをベスト

クイズ・ベストアンサーとして、グループ発表しました。

最後に伊丹さんから、クイズを通して自組織を知り、隣の

組織も知ることができるので、組織に帰って話してみてほし

いとお話いただきました。

参加者からは、「業種は違えど方向や大切にする一体感

や連帯性を感じた」「これからは様々な協同組合が相互に

５月３1日(金）

13:00 開会、オリエンテーション

13:30 第1講

15:30 休憩

15:45 グループディスカッション①

16:45 グループディスカッション発表

17:20 講評

17:25 主催者挨拶

17:30 講座終了

18:00 夕食・情報交換会

関連していることを意識しながら業務に取り組んでいける」「視野が広がった」などの感想が寄せ

られました。次回、第3講「賀川豊彦から学ぶ東京の協同組合」 は2024年8月23日(金）１2：３０

～１6：００の日程で、賀川豊彦記念松沢記念館を会場に開催します。

６月1日(土）

8:30 第2講 グループディスカッション②

9:40 休憩

9:55 グループディスカッション③

10:５５ 休憩

11:１０ グループ発表

11:40 講評

11:55 次回案内等

12:00 閉会

第２講 東京の協同組合組織の実践から相互に学ぶ 

≪参加者への事前課題≫
（１）①一般企業など他組織と比較した協同組合の「特徴、その理由、大切にしていると自分が感じる
もの、その理由（以下、特徴等）」 ②他の協同組合と比較した地域生協（医療生協、大学生協、農協、共
済生協、協同組織金融機関、労働者協同組合）の特徴等③現在所属する組織の特徴等

（２）自組織（および属する種別の協同組合）について調べ、他組織・他の協同組合の人は知らないと
思われるが自組織では共通認識となっているもの、自組織らしさや特徴が表れているものなど「クイ
ズのネタ」。

プログラム

各グループからディスカッションの発表

グループディスカッションの様子
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